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制作概要
『竹取物語』のストーリー■からその印象を5 
曲の小品で構成した組曲。西洋の木管楽器フル 
ートと和楽器の篠笛の音色のちがいを使うこ 
とによって時空の広がりをより感じられるよ 
うに表現した。
第1曲目の表題は『むかしむかし』。今現在 
を生きる私たちが,悠久の「むかしむかし」の 
世界にタイムスリッブ。現実から離れた世界に 
身をおく。
第2曲Bは竹取物語の主人公『かぐや姫』が表 
題。緑の山々、おだやかな空,美しい自然の中 
の竹林。そこに心優しい翁,媼と、そして可愛 
いかぐや姫。平穏で安らかな毎R。幸せなロ々 
の暮らしへの感謝。中間部はわらべうたのモチ 
—フで、懐かしさへの安らぎを味わう。
第3曲『争い』〇立ちはだかる扣手との争い。 
無理難題と立ち向かう知力■精神力の闘い。自 
己の気持ちの中の迷いと様々な葛藤。
第4曲『祈り』。翁の祈り、媼の折り,かぐ 
や姫の祈り。万策尽き果て、もうできることは 
何も無くただ祈る,ただただ祈るしかない人事 
の無力の切なさ。祈りの前では無垢で無防備な 
肉分を知り、頭を垂れる棟さを知る。
第5曲『月へ』。結局かぐや姫は月に戻って 
行く。逆らえない現実。有限の無情。容赦のな 
い時の移ろい。結末はあるがすべての終わりで 
はなく、何事もまたそこから果てしなく広がり 
つながっていく。
本作品は,2015年9月11日 兵庫県立芸術 
文化センター神戸女学院小ホールで初演。『井 
本英子ピアノリサイタル2015 The Sound Of 
Music, Songs From The Moon』の第 2 部、「Songs 
From The Moon月からの調べ」と題したプログ 
ラムの中での坡終曲。第1、2, 5曲は篠笛(長 
谷川蘭情製作 十帶調子)とピアノ,第3、4 
曲はフルートとピアノで演奏。演奏者はフルー 
卜•篠笛は森本英希氏,ピアノは井本英子。演 
奏時間20分。
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第1曲『むかしむかし』2分の2拍子a moll篠笛は後方からのバンダ演奏。導入部は5音 
音階での篠笛のソ□インブロヴィゼーション。そしてテーマに入る(1—①)。旋律はS然短 
音階で構成。第1テーマの1回ロ、和声はIm7のみ、2回ロはVIM7も入る。第2テーマ(1 
—②)の和声はIVm7、Vm7も入り、Ibnic-DominanhSubDominantがそろい、音楽の輪郭を 
はっきりさせている。拍子は4分の4柏子と4分の3拍子が交瓦に織り交ざる。
中間部(1-③)も旋律Q体は派生音なく構成されているが、和声は■時転調を繰り返しな 
がらすすみ第1テーマに流れ込む。終結部はピアノのソロインプ〇ヴィゼーション。篠笛奏者- 
が舞台正面定位置に着くまで続く。
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第2曲『かぐや姫』Gdur 4分の4拍子,, 篠笛の叙情的なソロインプnヴィゼーションに 
統いて、第1テーマ(2—①)の最初のモチーフは「かぐやひめ」と歌える「H-H-H-D-D」咅か 
ら成る。複合3部瑕式のAの部分は長音階、Bの部分(2—③)はn本音階で対比。
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第3曲『争い』amoll複合3部形式,4分の4拍子の前奏(3-①)はフルートとピアノ 
のTutti。第1テーマ(3 -②)は8分の7拍子とS分の4拍子を交互に或いは随時織り交ぜた 
疾走的なテーマ。中間部(3—③)はフルートとピアノが呼応しながら様々な調に転調を繰り 
返し流動的に展開して前奏にもどる。再現部は、フルートがテーマを繰り返す中、ピアノパー
第4曲『祈り』4分の3拍子 リート®式.Fdurとdmollを常に揺れ動く調性。第1テーマ 
(4—①)はビアノソロで始まる。第1テーマの繰り返しの中でフルートのオブリガートが加 
わる。第2テーマ(4一②)の1回日はピアノソロ。両者がそれぞれテーマとオブリガートを
第5曲『月へ』Adur 4分の3拍子 リート形式,ピアノの前赛のあとピアノでの第1テー 
マ(5—①)は、3小節+2小節+4小節のモチーフで構成。第2テーマ(5 —②)は第2曲 
の「かぐやひめ』の音型のモチーフ,経過句のあと2小節のモチーフ(5—③)が繰り返され 
る中、第1テーマが現れ,2つの楽想が結合しながら曲がすすみ前葵が後奏となり終わる。
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